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サーモン養殖の現状と課題



水産物輸入の現状
（輸入額1兆7，751億円、248万トン） 参考資料

（29年水産白書より）
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ノルウェーアトランティックサーモン生産量

生産量（千トン） 浜値（NOK換算）
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60NOK＝約800円/kg8割近く

約120万ｔ
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ギンザケ(トン） さけます国内生産（トン） 輸入量(トン）

海外・国内のサケマス情勢
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○海外のサケマス生産量は養殖生産量が350万トンに近づく勢い
○日本が輸入しているサケマス量は23万トン
○国内でのサケマス漁業生産量は近年のサケ不漁により落ち込んでいるが14万トン
○一方、国内での海面を用いたギンザケの生産量は1.3万トン
○国内のサーモン銘柄は淡水・海面を合わせて約50種類を超え、今後ものびる勢い

国内のさけ・ます情勢 世界のサケマス生産量（ｔ）

Salmons, trouts, smelts(Capture production) Salmons, trouts, smelts(culture)

世界のサケマス生産量（FAO統計）



ギンザケ生産量は頭打ち状態
（基本的に日本向け）

トラウト魚病(SRS)は早期に解決
する状況になく生産頭打ち

アトランの増産のため南部漁場
開拓が進められているが，イン
フラ整備に時間がかかる
（基本的に北米向け）

（下関市立大調査）

2010 2011 2012 2013 2014

チリギン数量(t) 70,609 92,926 110,550 93,635 74,754
チリギン金額(百万円） 32,765 44,880 46,723 38,642 49,578
チリギン単価（円/Kg) 464 483 423 413 663

出典：財務省貿易統計

チリギン国内搬入量

チリにおけるサーモン生産動向



1979年～2012年の地域別にみた「生鮮サケ」/「生鮮ブ
リ」の世帯員1人当たり購入量比（1>サケが多い）
全国的にブリが減りサケの消費が拡大傾向！！
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多くのスーパーのバイヤーがサーモンの生食市場はさらに
拡大すると予想。地域別の種類別嗜好は昔の話で、今は「売り
込み」によって大きく変わる。 （下関市立大調査）
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一人あたりのサケの消費量/ブリの消費量



サーモン消費増加の要因

量・質・価格変動が高い魚介類は購
入時の選択が煩雑で、なるべくならそ
の種のリスクを敬遠したいという消費
者ニーズがあり、輸入サーモンによる
マーケティングが合致して、サーモン
消費が増加。



ご当地サーモンはブームから戦国時代へ！（今井さんの資料を参考にしました）

信州サーモン
（ニジマス×ブラウントラウト）

・富士山サーモン（ニジマス）
・伊豆の大祝魚（イワナ）

飛騨大天女魚（アマ
ゴ）

絹姫サーモン
（アマゴ×ニジマス）

境港サーモン（ギンザ
ケ）

渥美プレミアムラス
サーモン （ニジマ
ス）

・讃岐さーもん
・瀬戸内サーモン
・源平ハーブサーモン
・小豆島オリーブサーモン
（ニジマス）

サツキマス
（海洋深層水）

・いみずサクラマス
・近大サクラマス
（サクラマス）

びわサーモン（ビ
ワマス）

サツキマス
（海洋深層水）

白鷺サーモン
（ニジマスとギンザ
ケ）

海峡サーモン（ニジマス）

八幡平サーモン（ニジマス）

みやぎサーモン（ギンザケ）

・伊達のギン
・桜銀
・金華銀
・銀乃すけ
・極み鮭（※これは三倍体）

甲斐サーモン
（ニジマス）

魚沼美雪ます
（ニジマス×イワ
ナ）

鮭子
（淡水シロザケ）

サツキマス
（愛南町）

マス）
広島レモンサーモン
（ニジマス）

淡路島サーモン（サク西ラ海サーモン（ニジマ

信州大王イワナ（イワ
ナ）

紅富士（ニジマス）

広島サーモン
（ニジマス）

来島サーモン
（ニジマス）

柑橘トラウト？
（ニジマス）

ドラゴンサーモン
（ニジマス）

ス）

ふくいサーモン
（ニジマス）

伊根サーモン
（ニジマス）

サツキマス
（水産機構、多度
津高校）

みやざきサクラマス
（サクラマス）

宇和島みかんサーモン
（ギンザケ）

佐渡サーモン（ギンザ
ケ）

松浦サーモン
（ニジマス）

南国サーモン
（ギンザケ）

奥日向サーモン
（ニジマス）

銀河サーモン（ニジマス）

国内の鮭鱒養殖勢力図 2017年11月現在
トラウト？

（オカムラ食品）

陸上養殖サクラマス

伊達いわな（イワナ）

阿武隈川メイプルサーモン（ニジマス）

頂鱒（ニジマス）

ヤシオマス（ニジマス）

温泉サクラマス（サクラマス）

ギンヒカリ（ニジマス）

FRD陸上養殖トラウト（ニジマス）

江戸前銀鮭（ギンザケ）

荒銀サーモン（ギンザケ）

キングサーモン×ニジマス

サクラマス

国内におけるサーモン養殖として何を目指すのかが問われる時期に来ている


